
 

 

 

 

 

 

 横川・三篠支部は、7 月 27 日（木）に今年度の「平和のつどい」を開

催しました。「年に１回は、平和を考える場をつくりたい」という支部の

取り組みが受け継がれ、被爆体験伝承者の西田吾郎さんのお話を聞くつど

いに、11 名が参加しました。西田さんには、家族でうつった写真を紹介

しながら、「爆心地から 2.5km の三滝町で被爆した」自らの体験を語って

いただきました。 

幼少時の体験のため、「実体験的な記憶はないのだが…」とおっしゃりな

がら、家族の状況を語り、爆風・高熱・放射能という原爆被害の具体的な

姿をお話いただきました。西田さんの「なかでも放射能の恐ろしさは忘れてはいけない、戦争は絶

対にしてはならない」と繰り返し強調された姿が印象的でした。 

＜参加者からの感想の一部を紹介します＞ 

・放射能の恐ろしさを強く言っておられましたが 

世界中の人がもっと知らなければならないと 

思います。 

 ・西田さんを通して、普通に暮らしている人 

たち、家族の当時の生活、原爆によって受けた 

被害がとても具体的に語られて、（実感という 

わけではないですが）身近なイメージで考える 

ことができました。 

 ・写真や図を多く使って、わかりやすくお話 

くださいました。 

記：今谷 賢二 

 

 

 

7 月 29 日（土）11 時 30 分、晴天の暑い中、湯来町菅沢の「丸子山憩いの森」駐車場に 

8 名が自家用車で、1 名がバスで集合、自己紹介と準備

体操のあとウオーク開始。 

石ケ谷川左岸の樹林の中の涼しげな舗装道を上流に 

向かいます。滝や淵や岩壁とその標示板を確認しなが

ら、またスマホで花木の名前を調べながら歩き、上流に

行くほど涼しくなる気温の変化を感じながら折り返し点

の駐車場・トイレに 12 時 40 分に到着。昼食休憩、水

遊び（水泳は牧野だけ）写真撮影のあと 13 時 20 分帰

路に。途中でテント張りの若い男女組とあいさつし、牧

野の教示で「シダの飛行船飛ばし」をしたり、交流・談

笑しながら歩き、14 時出発地の駐車場に帰着しました。   

記：牧野 一見 

 
 8 月 2023 年度 

組合員ふやし 25 人 435 人 

出資金ふやし 305 万円 4,052 万円 

純  増 40 万円 △840 万円 
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組合員活動推進課 082-532-1264 

 

 

 TEL082-532-1264 

広島中央保健生活協同組合 

組織部 TEL082-532-1264 

恒例の「平和のつどい」 
年に一度は、地域で平和を考えたい… ～横川・三篠支部～ 

 

シダの飛行船飛ばしで交流 ～湯来支部～ 


